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平成２６年度 第６回 大学運営連絡会議事要旨 

 

日 時  平成２６年１０月１４日（火） １０時３０分～１１時２５分 

 

場 所  大学本部２階大会議室 

 

出席者  学長，瀨口理事，中島理事，岩本理事，宮﨑理事，佐々木監事，甲

斐文化教育学部長，藤本医学部長，石橋工学系研究科長，諸泉全学教

育機構副機構長，早川総合分析実験センター長， 事務局長 

 

欠席者  平地経済学部長（代理畑山教授出席），渡邉農学部長，森田附属病院

長，富田附属図書館長 

 

○ 学長から，前回の大学運営連絡会議事要旨の確認依頼があった。 

 

【 報告・連絡事項 】 

（１） 平成２５年度に係る業務の実績に関する評価結果（原案）について 

岩本理事から，本件について，国立大学法人評価委員会の「業務運営・

財務内容等の状況」に係る４項目のうち，「（４）その他の業務運営に

関する」項目は「おおむね順調」（昨年度からひとつランクが下がった

状態），それ以外の３項目は全て「順調」の評価を得ている旨説明があ

った。 

また，増子評価室長から，課題として指摘された事項，注目された事

項等について，評価室の分析結果を基に概要説明があった。課題として

指摘された事項について，会計検査院による検査において発覚したもの

ではなく，学長指示のもとに自主的に行った調査により把握した過年度

の事例であり，すでに再発防止に取り組んでいることを明確にするため

に，評価結果（原案）に対する意見申立てを行う旨の説明があった。 

 

（２） 第２期中期目標期間の教育研究評価について 

 岩本理事から，本件について，第２期中期目標期間の「教育」,「研究」

の達成状況評価の仕組みや現況分析の必須項目など，学内において共通

理解を深めておくことが必要であることから，学部等連絡担当者等を対

象とした学内説明会を開催する旨説明があった。作業を円滑に無駄のな

いよう進めるためにも担当者欠席の場合は代理出席を依頼された。 

 また，増子評価室長から，達成状況評価の仕組みについて，大学評価・

学位授与機構の評価マニュアルをまとめた参考資料を基に説明があった。 
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  学部・研究科の現況分析結果を参考とした結果によっては段階判定が変

わる点が重要であり，また，進路・就職の状況（卒業・修了後の状況から

判断される在学中の学業の成果を把握するための取組とその分析結果）は，

各大学必須項目で，本学も早めに取り組む必要がある旨説明があった。 

 さらに，企画評価課長から，第３期中期目標・計画策定と大学評価に

関わるスケジュールについて，平成２７年度６月に中期目標・計画（素

案），平成２６年度実績報告書，認証評価報告書を同時期に提出するこ

とから，平成２６年度中に計画的な作業を進める旨説明があった。 

 

（３） 「国立大学法人の組織及び業務全般の見直しに関する視点」について及

び国立大学法人の第３期中期目標・中期計画の項目等について 

 企画評価課長から，本件について，文部科学省高等教育局国立大学法

人支援課からの事務連絡により，組織の見直しに関する視点，第２期中

期目標・中期計画の項目等との変更点について説明があった。 

 

（４） 就職支援に関するヒアリングについて 

 企画評価課長から，本件について，平成２６年８月５日，２８日に平

成２５年度就職率（Ｂ）が９０%を下回った学科・課程を対象にヒアリン

グ実施した旨，来年度は，就職率（Ｂ）の目標値を文系８８%，理系９２%

とする旨報告があった。 

 

（５） 芸術学部等設置に向けたスケジュールについて 

 企画評価課長から，本件について，有田キャンパスの実現に向けた全

体スケジュール表を基に説明があり，平成２７年３月の文部科学省への

芸術学部等設置認可申請書提出に向けての協力依頼があった。 

 

（６） 平成２６年度第５回及び第６回拡大役員懇談会における議論の概要に

ついて 

 企画評価課長から，９月３日及び１７日に開催された拡大役員懇談会

の議論の内容について，その概要の報告があった。 

 

（７） 経費削減状況の報告について 

 財務課長から，本件について，平成２６年度８月までの電気，上・下

水道等の実績額の報告があり，新たに，前回報告より増減額が改善して

いない部局が表記され，複写機使用料の白黒・カラーコピー別内訳を追

加した旨説明があった。また，医学部附属病院におけるＢ４用紙の増加

要因について，平成２５年１０月の給食管理システム稼働との説明があ

った。学長から，金額の桁表記について見やすくするようにとの指示が

あった。 
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（８） 休講及び代替措置の実施報告について（平成２６年度前学期） 

 教務課長から，本件について，休講及び代替措置実施報告一覧，休講

理由一覧に基づき報告があった。学長から，休講率について学部間の差

がないようにとの発言があった。 

 

（９） 全学教育機構国際教育カリキュラム検討委員会の設置について 

 全学教育機構副機構長から，本件について，国際教育カリキュラムを

開発するため，本委員会を設置するにあたり，国際交流推進センター国

際交流企画推進室に各学部等から選出された教員に協力いただきたい旨， 

また，９月開催の国際交流推進センター企画部門委員会及びセンター運

営委員会において了承済みである旨を各学部長等に認識いただきたいと

の説明があった。 

 

（１０）授業点検・改善評価報告書及び簡易版ティーチング・ポートフォリオ

の入力状況について 

    瀨口理事から，本件について，入力・作成の目的は，教育改善のＰＤ 

ＣＡサイクルの実質化と情報公開を担う重要な手段である旨説明があっ

た。また，評価反映特別経費の重点項目にも取り上げていることから，入

力・作成率１００％を目指し，入力状況を適時周知する旨，部局長から各

所属教員へ更なる入力・作成をお願いする旨発言があった。 

 

（１１）本庄地区住民との親善球技大会について 

    総務課長から，本件について，開催日時等の説明があり，参加を呼び 

かけていただきたい旨発言があった。 

 

（１２）その他 

    特になし。 

 

【 各学部等からの報告・連絡事項  】 

特になし。 

 

【 その他 】                           

特になし。 

以 上 


